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きょうと元気な地域づくり応援ファンド支援事業
平成 23年度　事例集

福祉の向上・子育て支援

滝村　陽子さん

http://kidzlab.info/
代表：滝村　陽子
業種：教育事業、子育て支援
創業：平成 23（2011）年　設立：平成 23（2011）年
住所：〒 600-8127 京都市下京区西木屋町通上ノ口上る
梅湊町 83-1ひと・まち交流館京都２階スモールオフィスNo.82
TEL：090-8535-6575　　FAX：075-502-0222
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　『Kidz�Lab.』は、（１）こどもの集中力・思考力・社会

的自立心の育成と、（２）働くお母さんや共働き夫婦の

放課後育児支援の２つをミッションとして設立した、こ

ども芸術教室です。「ファンドをきっかけに腹をくくっ

て一歩を踏み出したところです。」と、代表の滝村陽子

さん。楽しそうな幼児塾やおけいこ事…実はデジタル社

会や都市型ライフスタイルへの警告と応援メッセージが

込められた、次世代人材育成へのチャレンジでもあるの

です。

　滝村さんは、以前レコード会社勤務のご経験から、音

楽業界の転機であるデジタル化を目の当たりにしたと言

います。また、英語の塾講師、専門学校講師などを経験

しながらウォッチングを続ける中で、20 代前後の若者

の変容に目をむけます。「私がこどものころは、作りな

がら遊ぶのがあたりまえだった。20 代前後なんて、もっ

とやんちゃだったと思うけど…。」と自らを振り返る滝

村さん。今の若者は、専門学校で教えていても言われた

ことはできる、結果や成果のわかることはできる…でも、

それしかできない、それ以外を思いつかない…。だけど、

好きなものに夢中になる集中力や、若者特有の活気さが

みられないのではないか、と感じたと言います。

　イメージしていた専門学校生と違う…一体なぜなの

か。デジタル化が進み情報量の多い社会にあって、自ら

の力で取捨選択ができていないのではないか、幼い時期

に判断力の基となる考え方を身につけていないのではな

いか、そういう機会が少なくなっているのではないか。

そう仮定した滝村さんは、現代のこどもの遊びは、大人

が出来合いのおもちゃを与えたり、ゲームやパソコンで

室内遊びが増えるなど、こども自らの思考力・創造力を

引き出す遊びが減っているということに気づきます。ひ

と昔前を思い出してみると、こどもたちでルールを作っ

て遊んだり、家の前の路地で安全に外遊びができたり、

アナログな遊びを通して思考回路の引き出しを多く作っ

ていったように思えます。現代のこどもを巡る環境は、

昔と比べると室内化、デジタル化が急速に進み、完成度

の高い物や過剰な情報にあふれているのではないでしょ

うか。

　このような社会で、応用力と判断力のある大人になる

ためには、育つ過程で思考力・創造力を持って遊ぶ体験

を “ あえて ” やる必要がある、と感じた滝村さん。Kidz�

Lab. では、アートを手段として、自ら作りたいものを

考える、そのための手法も自ら考えるという機会を提供

し、じっくり物事に向き合う集中力、目の前の状況に柔

軟に対応できる思考力を育成します。これが１つ目の

ミッション「こどもの集中力・思考力・社会的自立心の

育成」につながるのです。
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　滝村さんは、現代社会のライフスタイルの変容にも目

を向けます。「今の社会構造は、共働き家族が多い。こ

どもの放課後の居場所が必要だと思うんです。」と、滝

村さん。そのために、進学塾や習い事に通うこどもが多

い中、おけいこ場としての芸術教室を提供するため、平

日午後の定期開催を始めました。現在は、月曜と金曜に

各月２回ずつ、こどもみらい館とひと・まち交流館で小

学生を対象として芸術教室を行っています。また、両親

が迎えに来るまでのこどもたちの居場所にできるよう、

施設利用料の設定や、タクシーによる送迎サポート（有

料）もあります。

　「本当はもっと地域コミュニティとつなげたい」と考

えている滝村さん。課題は、地域に受け入れられ、たく

さんのこどもたちが利用しやすいサービスにしていくこ

とです。地域のおじいちゃん、おばあちゃんと話す時

間、近所のお友達と遊ぶ時間、本当はそんな時間を大切

にして育ってほしい、そんな場所を作りたい、と、町単

位での教室の開催や、地域施設の放課後活用など、より

地域密着型のサービスの具現化を目指します。また、お

けいこ場＋育児支援＋こどもの居場所の提供に加え、家

庭支援にもつながるようなサービスも増やしていきたい

と、料理教室や食事会などの新しい展開を目標としてい

ます。

　２つ目のミッションの「働くお母さんや共働き夫婦の

放課後育児支援」は、実はこどもたちの地域コミュニティ

への参加を念頭に置いた、安心して住める環境づくりを

目指すものなのです。

　芸術教室の講師は、地元のアーティストを起用してい

ます。アートが社会に組み込まれる手助けになるように

したい、とアーティストの活動を応援しています。アー

トの世界は教育の分野にも大きな貢献が図られると感じ

ている滝村さん。Kidz�Lab. は、さまざまな社会問題に

対し複合的に解決の糸口を探るものであり、将来の社会

の担い手となるこどもたちへのあたたかい見守りサービ

スでもあるのです。

アーティストの社会参加の場に

こどもの放課後を見直す

あれ？こどもらしさって何？？

２つのミッション
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